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介介護護事事業業者者のの事事業業継継承承ににかかかかわわるる課課題題  
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１１．．ははじじめめにに  

昨今、介護事業者の倒産は増加傾向であり、直近の 5 年間は毎年 100 件を超えてい

る。国から介護事業所に対して、従業員の処遇改善を目的とした「処遇改善加算」を

出しているが、その効果は倒産事業所の倒産の歯止めとなっていない。今後も、人材

不足という大きな問題を抱えながら、多くの高齢者に対し、よりよいサービスを効率

的に提供する仕組みの構築が求められる中で倒産は増加する可能性が高い。 

図１は介護保険制度が開始された 2000 年から 2020 年 6 月末までの介護事業者のＭ

＆Ａの件数推移である。その後の 2020 年度の件数は、報道など勘案すると 50 件はい

く予測である。年々件数は増加しており、この競争優位性を保持するための方法とし

て、介護大手によるＭ＆Ａが相次いでおり、業界内の組織再編が本格化している。 

本レビューの対象となるＡ社もＭ＆Ａ（Ａ者では事業継承事業と呼ぶ：以下、事業

継承）を実施しており、収支面からある事業所を見ると黒字化に 3年かかったもの、

譲受け開始してから 10 か月を経過し、売上が 10,000 千円計上できる事業体であるに

もかかわらず、赤字が 1,000 千円という事業所もある。 

また、事業内容面から見ると、サービス提供が縦割りになり、医療と連携してサー

ビスを提供していこうという地域包括ケアシステムの拠点を意識した会社の存在意義

が定着していない事業所もある。 

このように、同じ法人で実施する事業継承でも、事業継承時の事業継承受託者の意

識変革の不足による従業員への不適切な処遇や、あるいは急激に運営方法を変更しな

いほうが良いとする方針によって、その結果が異なることは少なくない。 

本レビューでは、2020 年 2 月から事業継承する事業所にアンケート調査を実施し、
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早期から統合作業を行うという、従来とは異なる対応をした事例を基に、サービスオ

ペレーション変革をスピーディーに実現するために必要となる要因を検討した。 

 

 

図図 11  22000000 年年かからら 22002200 年年 66 月月末末ままででのの介介護護事事業業者者ののＭＭ＆＆ＡＡのの件件数数推推移移  

（（大大和和総総研研「「再再編編がが進進むむポポスストトココロロナナのの介介護護業業界界」」レレポポーートト））  

  

２２．．研研究究のの目目的的  

本研究では、転籍者へのアンケート調査結果や事業譲り渡し先の経営者のヒアリン

グから、介護事業者の事業承継時のサービスオペレーション変革の留意点を考察する

ことを目的とする。 
また、事業を継続できず、M&A をされる側となった事業者の意識変革や、事業継

承に伴う転籍者に対し、早期のサービスオペレーションがどのような影響を及ぼした

かを検討する。 
 
３３．．研研究究方方法法  

事業継承に伴う転籍者アンケートを実施し、品質管理、人間関係、転籍前の状況等

項目により、現事業に対する不安な点、改善点を明らかにし、事業継承する経営者の

ヒアリングから、経営に対する意識について調査を実施した。 
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33--11．．調調査査方方法法  

2021 年 2 月に事業承継した訪問介護事業所で 2020 年 12 月に、インターネットア

ンケート並びに紙によるアンケートを実施し、各調査項目について、「あてはまる」、

「ややあてはまる」、「どちらともいえない」、「あまりあてはまらない」、「あてはまら

ない」、の 5 段階評価の調査を行った。調査項目は別添アンケート調査項目である。 
また、事業継承の実際については、経営者のヒアリング調査を実施した。 

 
33--22．．倫倫理理的的配配慮慮  

本研究は、兵庫県立大学大学院経営研究科に設置される研究倫理審査委員会の認証

を得て実施した。調査は事業譲り渡し先の経営者と弊社の転籍従業員に限定し、商大

ビジネスレビュー掲載により情報連結の可能性がある旨を説明し、研究協力への意向

を確認した。 
弊社ならびに弊社関係者、特に転籍者に心理的社会的負担と情報リスクを与えない

ものとすることに留意し、調査対象者への依頼は上記注意事項を遵守することを確約

し、研究の目的、意義および倫理的配慮を記載した依頼文を明示し説明した。 
アンケート回答は本人の自由意志で協力者を募り、職場の許可を得た。調査票記載

に要する時間、データの管理方法と結果の活用方法を明記した。 
  

４４．．結結果果  

  

44--11．．介介護護事事業業者者のの現現状状  

  

44--11--11．．多多くくののチチェェンンジジにに晒晒さされれてていいるる介介護護事事業業者者  

東京商工リサーチによると、日本全国の 2020 年 1 月から 12 月までの「老人福

祉・介護事業」倒産は 118 件に達し、介護保険法が施行された 2000 年以降、過去最

多だった 2017 年と 2019 年の 111 件を上回り、過去最多を更新した（図２）。新型コ

ロナ感染拡大で利用控えなどが進み、経営が悪化した新型コロナ関連倒産も 7 件発生

した。人手不足などで経営不振が続く小規模事業者に加え、新型コロナの影響が件数

を押し上げたといえる。 
業種別では、「訪問介護事業」が 56 件（構成比 47.4％）と半数近くを占め、深刻な

ヘルパー不足が影響した。次いで、デイサービスなどの「通所・短期入所介護事業」

の 38 件（同 32.2％）で、前年から 18.7％増加。大手企業との利用者の獲得競争が激
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しく、倒産増加の一因にもなっている。 
負債 1 億円未満が 94 件（同 79.6％）、従業員 5 人未満が 79 件（同 66.9％）、設立

10 年未満が 65 件（同 55.0％）と、設立から日が浅く、資金力の脆い小規模事業者の

倒産が大半を占め、息切れ倒産が目立った。 
更には、休廃業・解散が 455 件に達するなど、倒産以外で市場から退出する事例も

過去最多ペースで推移している。 
図２による 11 年間の傾向からは、2012 年に対前年比 68.4％増加したが、2012 年

は介護報酬改定があり、2015 年に対前年比 40.7％増加、2016 年に対前年比 42.1％
増加してきたが、2015 年の介護報酬改定による 2.27％のマイナス改定の影響が示さ

れた。 
今後も、新型コロナの影響から、経営が悪化する事業者が多いなか、感染防止対策

の強化などの費用負担が経営を圧迫している。これまでの国や自治体、金融機関など

のコロナ支援に加え、介護事業者への臨時特例などの支援効果も薄れ、経営者の事業

継続の意欲が弱まることも危惧され、今後も「老人福祉・介護事業」倒産は増勢をた

どる可能性が高い。 
 

 
図図 22  22001100 年年かからら 22002200 年年ままででのの過過去去 1111 年年間間のの介介護護事事業業倒倒産産件件数数のの年年次次推推移移  

（（東東京京商商工工リリササーーチチ調調査査））  
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また、図３、図４が示すとおり、2019 年 10 月 1 日の介護サービス事業所数（居宅

サービス・地域密着型サービス・居宅介護支援事業所・介護保険施設の合計で、介護

予防サービスは兼業でサービス提供している事業所が大半のため除外した）は、

184,535 と前年対比 100.1％で 146 事業所と微増している。 
一方で、2019 年 10 月 1 日の訪問介護サービス事業所数は 34,825 と前年対比

99.2％で 2017 年 10 月 1 日と比較すると 486 事業所も減少し、母数増加による倒産

件数の増加とは説明できない状況となっている。 
 

 
図図 33  介介護護ササーービビスス事事業業所所数数 55 かか年年推推移移  

（（厚厚生生労労働働省省  介介護護ササーービビスス施施設設・・事事業業所所調調査査：：結結果果のの概概要要よよりり作作成成））  

 

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

介護サービス事業所数 177,643 180,538 183,422 184,389 184,535

前年対比 101.6% 101.6% 100.5% 100.1%
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図図 44  訪訪問問介介護護事事業業所所数数 55 かか年年推推移移  

（（厚厚生生労労働働省省  介介護護ササーービビスス施施設設・・事事業業所所調調査査：：結結果果のの概概要要よよりり作作成成））  

 
44--11--22．．介介護護事事業業者者へへのの支支援援策策とと介介護護ササーービビススにに携携わわるる従従業業員員のの実実感感  

介護の現場で働く介護職員は慢性的に不足しており、公益財団法人介護労働安定セ

ンターが実施した「令和元年度 介護労働実態調査結果について」によると、人材不

足感について「大いに不足」「不足」「やや不足」の合計が 65.3％にのぼり、昨年の

67.2％、５年連続で増加からは低下しているものの、引き続き、不足感は高い。 
また、図５より、最も割合が多かったのが 12.1％の 45 歳以上 50 歳未満という結

果が出ており、すべての介護労働者の 12.4％が 65 歳以上、60 歳以上の介護労働者は

全体の 22.4％と年々増加しており、介護労働者の年齢層が高い。 
 

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

訪問介護事業所数 34,823 35,013 35,311 35,111 34,825

前年対比 100.5% 100.9% 99.4% 99.2%
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図図 55  増増加加すするる高高年年齢齢労労働働者者  

（（公公益益財財団団法法人人介介護護労労働働安安定定セセンンタターー  令令和和元元年年度度  介介護護労労働働実実態態調調査査））  

 
今後も増加すると見込まれる高年齢の労働者をいかに採用し、利用者満足度の高い

サービスを提供できるか、安心して就労できる環境をつくれるかが、事業所を運営す

る上では重要と考えられる。 
図６から介護サービスに携わる従業員の「労働条件・仕事に関する悩み」を見てい

くと、不安、不満等において、「人手が足りない」は 55.7％（平成 30 年調査
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54.2％）で「仕事内容のわりに賃金が低い」39.8％（平成 30 年調査 39.1％）よりも

高く、介護現場での人手不足が賃金よりも大きな悩みや不満となっている。つまり、

賃金上昇だけでなく、人手不足感が高い中で、安心して利用者満足度の高いサービス

を提供できるかが課題となっている。 
 

 
図図 66  労労働働者者のの労労働働条条件件等等のの悩悩みみ、、不不安安、、不不満満等等（（複複数数回回答答））（（上上位位抜抜粋粋））  

（（公公益益財財団団法法人人介介護護労労働働安安定定セセンンタターー  令令和和元元年年度度  介介護護労労働働実実態態調調査査））  

 

2019 年 10 月より運用が始まった「介護職員等特定処遇改善加算」とは、「経験とス

キルを持ったベテラン介護職の待遇改善」を目的とした制度である。この制度を利用

すれば、一定の条件を満たす介護職員で、月額平均８万円または年収 440 万円への給

与アップが見込まれる（図７）。 

令和元年度の介護職員等特定処遇改善加算の取得率は、介護事業所全体で 63.3％で

あり、訪問介護では 54.3％である（図８）。 

令和元年度の介護職員処遇改善加算の取得率は、介護事業所全体で 93.5％であり、

訪問介護では 92.2％であるので、介護職員等特定処遇改善加算の取得率は介護職員処

遇改善加算と比べ大幅に低くなっている（図９）。 
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図図 77  介介護護職職員員等等特特定定処処遇遇改改善善加加算算のの概概要要  

（（厚厚生生労労働働省省  22001199 年年度度介介護護報報酬酬改改定定ににつついいてて～～介介護護職職員員のの更更ななるる処処遇遇改改善善～～））  

  

 
図図 88  令令和和元元年年度度  介介護護職職員員等等特特定定処処遇遇改改善善加加算算のの取取得得率率  

（（厚厚生生労労働働省省  令令和和 22 年年度度  介介護護従従事事者者処処遇遇状状況況等等調調査査結結果果のの概概要要））  

- 8 - 
 

54.2％）で「仕事内容のわりに賃金が低い」39.8％（平成 30 年調査 39.1％）よりも

高く、介護現場での人手不足が賃金よりも大きな悩みや不満となっている。つまり、

賃金上昇だけでなく、人手不足感が高い中で、安心して利用者満足度の高いサービス

を提供できるかが課題となっている。 
 

 
図図 66  労労働働者者のの労労働働条条件件等等のの悩悩みみ、、不不安安、、不不満満等等（（複複数数回回答答））（（上上位位抜抜粋粋））  

（（公公益益財財団団法法人人介介護護労労働働安安定定セセンンタターー  令令和和元元年年度度  介介護護労労働働実実態態調調査査））  

 

2019 年 10 月より運用が始まった「介護職員等特定処遇改善加算」とは、「経験とス

キルを持ったベテラン介護職の待遇改善」を目的とした制度である。この制度を利用

すれば、一定の条件を満たす介護職員で、月額平均８万円または年収 440 万円への給

与アップが見込まれる（図７）。 

令和元年度の介護職員等特定処遇改善加算の取得率は、介護事業所全体で 63.3％で

あり、訪問介護では 54.3％である（図８）。 

令和元年度の介護職員処遇改善加算の取得率は、介護事業所全体で 93.5％であり、

訪問介護では 92.2％であるので、介護職員等特定処遇改善加算の取得率は介護職員処

遇改善加算と比べ大幅に低くなっている（図９）。 
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図図 99  令令和和元元年年度度  介介護護職職員員処処遇遇改改善善加加算算のの取取得得率率  

（（厚厚生生労労働働省省  令令和和 22 年年度度  介介護護従従事事者者処処遇遇状状況況等等調調査査結結果果のの概概要要））  

 
介護職員等特定処遇改善加算の取得をしない理由は、介護事業所全体では、「賃金

改善の仕組みを設けることにより、職員間の賃金バランスが取れなくなることが懸念

されるため」が 38.8％、「賃金改善の仕組みを設けるための事務作業が煩雑であるた

め」が 38.2％であった。訪問介護事業では、「賃金改善の仕組みを設けるための事務

作業が煩雑であるため」が 42.1％、「特定処遇改善加算の計画書や実績報告書の作成

が煩雑であるため」が 34.1％であった(図 10)。 
資金力が弱く簡単に賃金を上げられない小規模事業者が、介護職員等特定処遇改善

加算をとれず、大規模事業者と中小規模の事業者との格差を広げていることが、倒産

会社に小規模事業者が多い要因となっている可能性がある。 
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図図 1100  令令和和元元年年度度  介介護護職職員員等等特特定定処処遇遇改改善善加加算算をを取取得得ししなないい理理由由  

（（厚厚生生労労働働省省  令令和和 22 年年度度  介介護護従従事事者者処処遇遇状状況況等等調調査査結結果果のの概概要要））  

 
44--22．．事事業業継継承承転転籍籍者者アアンンケケーートト結結果果（（NN==1100））  

 
44--22--11．．調調査査対対象象者者のの基基本本属属性性  

 調査対象者 20 名中 10 名の回答を得た。男性は 1 名で女性が 90％であった。入社

半年未満が 40％で、勤続年数 3 年未満が 40％で、残り 20％は 5 年未満であった。正

社員が 60％で、弊社の正社員比率は 20％であり、正社員比率が高かった（図 11）。 
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改善の仕組みを設けることにより、職員間の賃金バランスが取れなくなることが懸念

されるため」が 38.8％、「賃金改善の仕組みを設けるための事務作業が煩雑であるた

め」が 38.2％であった。訪問介護事業では、「賃金改善の仕組みを設けるための事務

作業が煩雑であるため」が 42.1％、「特定処遇改善加算の計画書や実績報告書の作成

が煩雑であるため」が 34.1％であった(図 10)。 
資金力が弱く簡単に賃金を上げられない小規模事業者が、介護職員等特定処遇改善

加算をとれず、大規模事業者と中小規模の事業者との格差を広げていることが、倒産

会社に小規模事業者が多い要因となっている可能性がある。 
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図図 1111  アアンンケケーートト調調査査対対象象者者のの基基本本属属性性  

 
44--22--22．．調調査査項項目目のの結結果果概概要要  

「転籍前の職場での状況（直近 3 年以内）に関して、利用者の状態把握ができてい

る」、「今までの経営陣への意識に関して、この会社の業績に貢献したいと思う」、「こ

れからの経営陣への期待に関して、教育研修について期待している」、「これからの経

営陣への期待に関して、実地指導対策について期待している」が平均値 4.30 と示さ

れた（表１）。 
平均値４以上となった項目は、高い順に、「転籍前の職場での状況（直近 3 年以

内）に関して、利用者の状態把握ができている」、「今までの経営陣への意識に関し

て、この会社の業績に貢献したいと思う」、「これからの経営陣への期待に関して、教

育研修について期待している」、「これからの経営陣への期待に関して、実地指導対策

について期待している」、「これからの経営陣への期待に関して、ハラスメントのマネ

ジメント（組織の人間関係）について期待している」、「これからの経営陣への期待に

関して、介護技術のマネジメントについて期待している」、「これからの経営陣への期

待に関して、課題解決の速度について期待している」、「転籍前の職場での状況（直近



－ 13 － 商大ビジネスレビュー 2021 AUT.

- 13 - 
 

3 年以内）に関して、サービスの記録や問い合わせの記録が残っている」、「これから

の経営陣への期待に関して、労務管理(休日・勤怠・給与・賞与・福利厚生等)につい

て期待している」、「これからの経営陣への期待に関して、キャリアアップについて期

待している」、「転籍前の職場での状況（直近 3 年以内）に関して、予定された時間に

訪問しサービス提供ができている」、「転籍前の現在の職場で、働く同僚は信頼でき

る」、「これからの経営陣によるシステムをつかった業務に関して、システムをつかっ

た予定実績管理についての期待感がある」の 13 項目であった。 
一方、平均値２未満となった項目は、低い順に、「転籍前の職場での状況（直近 3

年以内）に関して、利用者に対しての虐待がある（または、あった）」、「転籍前の職

場での状況（直近 3 年以内）に関して、学歴や性別・家庭環境・個人の趣味など本人

の能力とは無関係なことで差別をする人がいる」、「転籍前の職場での状況（直近 3 年

以内）に関して、利用者に対しての身体拘束がある（または、あった）」、「転籍前の

職場での状況（直近 3 年以内）に関して、意図的に仕事を与えられなかったり能力に

見合わない程度の低い業務をさせ続けられたことがある」、「転籍前の職場での状況

（直近 3 年以内）に関して、事実でないことや業務に関係のないことについて発言す

るなどして人をおとしめるような行為をする人がいる」、「転籍前の職場での状況（直

近 3 年以内）に関して、業務時間内では明らかにやりきれない量の仕事を押し付ける

ようなことをする人（または環境）がある」の６項目であった。 
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図図 1111  アアンンケケーートト調調査査対対象象者者のの基基本本属属性性  
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関して、介護技術のマネジメントについて期待している」、「これからの経営陣への期

待に関して、課題解決の速度について期待している」、「転籍前の職場での状況（直近
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表表 11  アアンンケケーートト結結果果のの各各項項目目のの平平均均値値とと標標準準偏偏差差  

  

№ 質問項目 平均値 標準偏差
5 転籍前の職場での状況（直近3年以内）に関して、利用者の状態把握ができている。 4.30 0.781
21 今までの経営陣への意識に関して、この会社の業績に貢献したいと思う。 4.30 0.640
31 これからの経営陣への期待に関して、教育研修について期待している。 4.30 0.640
32 これからの経営陣への期待に関して、実地指導対策について期待している。 4.30 0.640

29
これからの経営陣への期待に関して、ハラスメントのマネジメント（組織の人間関係）について期待して
いる。 4.20 0.600

30 これからの経営陣への期待に関して、介護技術のマネジメントについて期待している。 4.20 0.600
33 これからの経営陣への期待に関して、課題解決の速度について期待している。 4.20 0.600
3 転籍前の職場での状況（直近3年以内）に関して、サービスの記録や問い合わせの記録が残っている。 4.10 0.831

28
これからの経営陣への期待に関して、労務管理(休日・勤怠・給与・賞与・福利厚生等)について期待し
ている。 4.10 0.700

35 これからの経営陣への期待に関して、キャリアアップについて期待している。 4.10 0.700

4
転籍前の職場での状況（直近3年以内）に関して、予定された時間に訪問しサービス提供ができてい
る。 4.00 1.000

7 転籍前の現在の職場で、働く同僚は信頼できる。 4.00 0.447

36
これからの経営陣によるシステムをつかった業務に関して、システムをつかった予定実績管理について
の期待感がある。 4.00 0.632

20 今までの経営陣への意識に関して、会社に対して多くの感謝の気持ちがある。 3.90 0.539
19 今までの経営陣への意識に関して、会社の一員であることを誇りに思っている。 3.80 0.748

6
転籍前の職場での状況（直近3年以内）に関して、利用者レビューを行い必要に応じた提案ができてい
る。 3.70 1.005

38
これからの経営陣によるシステムをつかった業務に関して、システムをつかった人事考課と活動に応じ
た評価についての期待感がある。 3.60 0.663

2
転籍前の職場での状況（直近3年以内）に関して、事業所内の職員で利用者情報などの情報共有がで
きている。 3.50 1.025

8 転籍前の現在の職場で、経営陣に対して従業員として信頼できる。 3.50 0.806
27 今までの経営陣への意識に関して、課題解決の速度について課題がある。 3.50 0.671

40
これからの経営陣によるシステムをつかった業務に関して、システムをつかったコミュニケーションにつ
いての期待感がある。 3.50 0.806

1 転籍前の職場での状況（直近3年以内）に関して、訪問介護計画書の作成ができている。 3.40 1.356
24 今までの経営陣への意識に関して、介護技術のマネジメントについて課題がある。 3.20 0.872
25 今までの経営陣への意識に関して、教育研修について課題がある。 3.20 0.980
34 これからの経営陣への期待に関して、転勤について期待している。 3.20 0.980

22
今までの経営陣への意識に関して、労務管理(休日・勤怠・給与・賞与・福利厚生等)について課題があ
る。 3.10 0.943

26 今までの経営陣への意識に関して、実地指導対策について課題がある。 3.10 0.831

39
これからの経営陣によるシステムをつかった業務に関して、システムをつかった人事考課と活動に応じ
た評価についての不安感がある。 3.10 0.300

41
これからの経営陣によるシステムをつかった業務に関して、システムをつかったコミュニケーションにつ
いての不安感がある。 3.00 0.447

9
転籍前の職場での状況（直近3年以内）に関して、その日の気分や個人的な感情で叱責したり指導を
する人がいる。 2.90 1.375

37
これからの経営陣によるシステムをつかった業務に関して、システムをつかった予定実績管理について
の不安感がある。 2.70 0.900

23
今までの経営陣への意識に関して、ハラスメントのマネジメント（組織の人間関係）について課題があ
る。 2.60 1.356

12
転籍前の職場での状況（直近3年以内）に関して、自分の思いを通すために相手が精神的にひどく落ち
込むような強い発言をする人がいる。 2.10 1.221

13
転籍前の職場での状況（直近3年以内）に関して、仕事を進める上で必要な情報を故意に与えてくれな
かったり挨拶や声かけに対して無視されたことがある。 2.10 1.513

11
転籍前の職場での状況（直近3年以内）に関して、わからないことや間違いを必要以上に教育・指導し
て自分が優位な立場に立とうとする人がいる。 2.00 1.095

14
転籍前の職場での状況（直近3年以内）に関して、業務時間内では明らかにやりきれない量の仕事を
押し付けるようなことをする人（または環境）がある。 1.90 1.221

10
転籍前の職場での状況（直近3年以内）に関して、事実でないことや業務に関係のないことについて発
言するなどして人をおとしめるような行為をする人がいる。 1.70 0.781

15
転籍前の職場での状況（直近3年以内）に関して、意図的に仕事を与えられなかったり能力に見合わな
い程度の低い業務をさせ続けられたことがある。 1.60 0.917

18
転籍前の職場での状況（直近3年以内）に関して、利用者に対しての身体拘束がある（または、あっ
た）。 1.50 0.806

16
転籍前の職場での状況（直近3年以内）に関して、学歴や性別・家庭環境・個人の趣味など本人の能力
とは無関係なことで差別をする人がいる。 1.40 0.663

17 転籍前の職場での状況（直近3年以内）に関して、利用者に対しての虐待がある（または、あった）。 1.30 0.640
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44--22--33．．転転籍籍前前のの調調査査結結果果  

転籍前の従前のサービスマネジメントは、利用者の状態把握は 80％以上、サービ

スや、問い合わせの記録については、「70％以上おおむねできている」と示された。

また、事業所内の職員で利用者情報などの情報共有は「70％以上ができている」が、

自信がなく、訪問介護計画書の作成も意見のばらつきは大きく、「50％以上ができて

いない」と示された（図 12）。 
 

 
図図 1122  転転籍籍前前ののササーービビススママネネジジメメンントトののアアンンケケーートト集集計計結結果果  

 
同僚への信頼感はおおむね 90％以上と高かったが、経営陣に対する信頼感は 50％

と示された（図 13）。また、「その日の気分や個人的な感情で叱責したり指導する人

がいる」と「仕事を進める上で必要な情報を故意に与えてくれなかったり挨拶や声か

けに対して無視されたことがある」についてはアンケート結果にばらつきがあるもの

の、いずれも 30％以上の方が困っているとの回答であった。 
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利用者レビューを行い必要に応じた提案ができて

いる。

利用者の状態把握ができている。

予定された時間に訪問しサービス提供ができてい

る。

サービスの記録や問い合わせの記録が残ってい

る。

事業所内の職員で利用者情報などの情報共有がで

きている。

訪問介護計画書の作成ができている。

転籍前のサービスマネジメント

5.あてはまる 4.ややあてはまる 3.どちらともいえない

2.あまりあてはまらない 1.あてはまらない
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表表 11  アアンンケケーートト結結果果のの各各項項目目のの平平均均値値とと標標準準偏偏差差  

  

№ 質問項目 平均値 標準偏差
5 転籍前の職場での状況（直近3年以内）に関して、利用者の状態把握ができている。 4.30 0.781
21 今までの経営陣への意識に関して、この会社の業績に貢献したいと思う。 4.30 0.640
31 これからの経営陣への期待に関して、教育研修について期待している。 4.30 0.640
32 これからの経営陣への期待に関して、実地指導対策について期待している。 4.30 0.640

29
これからの経営陣への期待に関して、ハラスメントのマネジメント（組織の人間関係）について期待して
いる。 4.20 0.600

30 これからの経営陣への期待に関して、介護技術のマネジメントについて期待している。 4.20 0.600
33 これからの経営陣への期待に関して、課題解決の速度について期待している。 4.20 0.600
3 転籍前の職場での状況（直近3年以内）に関して、サービスの記録や問い合わせの記録が残っている。 4.10 0.831

28
これからの経営陣への期待に関して、労務管理(休日・勤怠・給与・賞与・福利厚生等)について期待し
ている。 4.10 0.700

35 これからの経営陣への期待に関して、キャリアアップについて期待している。 4.10 0.700

4
転籍前の職場での状況（直近3年以内）に関して、予定された時間に訪問しサービス提供ができてい
る。 4.00 1.000

7 転籍前の現在の職場で、働く同僚は信頼できる。 4.00 0.447

36
これからの経営陣によるシステムをつかった業務に関して、システムをつかった予定実績管理について
の期待感がある。 4.00 0.632

20 今までの経営陣への意識に関して、会社に対して多くの感謝の気持ちがある。 3.90 0.539
19 今までの経営陣への意識に関して、会社の一員であることを誇りに思っている。 3.80 0.748

6
転籍前の職場での状況（直近3年以内）に関して、利用者レビューを行い必要に応じた提案ができてい
る。 3.70 1.005

38
これからの経営陣によるシステムをつかった業務に関して、システムをつかった人事考課と活動に応じ
た評価についての期待感がある。 3.60 0.663

2
転籍前の職場での状況（直近3年以内）に関して、事業所内の職員で利用者情報などの情報共有がで
きている。 3.50 1.025

8 転籍前の現在の職場で、経営陣に対して従業員として信頼できる。 3.50 0.806
27 今までの経営陣への意識に関して、課題解決の速度について課題がある。 3.50 0.671

40
これからの経営陣によるシステムをつかった業務に関して、システムをつかったコミュニケーションにつ
いての期待感がある。 3.50 0.806

1 転籍前の職場での状況（直近3年以内）に関して、訪問介護計画書の作成ができている。 3.40 1.356
24 今までの経営陣への意識に関して、介護技術のマネジメントについて課題がある。 3.20 0.872
25 今までの経営陣への意識に関して、教育研修について課題がある。 3.20 0.980
34 これからの経営陣への期待に関して、転勤について期待している。 3.20 0.980

22
今までの経営陣への意識に関して、労務管理(休日・勤怠・給与・賞与・福利厚生等)について課題があ
る。 3.10 0.943

26 今までの経営陣への意識に関して、実地指導対策について課題がある。 3.10 0.831

39
これからの経営陣によるシステムをつかった業務に関して、システムをつかった人事考課と活動に応じ
た評価についての不安感がある。 3.10 0.300

41
これからの経営陣によるシステムをつかった業務に関して、システムをつかったコミュニケーションにつ
いての不安感がある。 3.00 0.447

9
転籍前の職場での状況（直近3年以内）に関して、その日の気分や個人的な感情で叱責したり指導を
する人がいる。 2.90 1.375

37
これからの経営陣によるシステムをつかった業務に関して、システムをつかった予定実績管理について
の不安感がある。 2.70 0.900

23
今までの経営陣への意識に関して、ハラスメントのマネジメント（組織の人間関係）について課題があ
る。 2.60 1.356

12
転籍前の職場での状況（直近3年以内）に関して、自分の思いを通すために相手が精神的にひどく落ち
込むような強い発言をする人がいる。 2.10 1.221

13
転籍前の職場での状況（直近3年以内）に関して、仕事を進める上で必要な情報を故意に与えてくれな
かったり挨拶や声かけに対して無視されたことがある。 2.10 1.513

11
転籍前の職場での状況（直近3年以内）に関して、わからないことや間違いを必要以上に教育・指導し
て自分が優位な立場に立とうとする人がいる。 2.00 1.095

14
転籍前の職場での状況（直近3年以内）に関して、業務時間内では明らかにやりきれない量の仕事を
押し付けるようなことをする人（または環境）がある。 1.90 1.221

10
転籍前の職場での状況（直近3年以内）に関して、事実でないことや業務に関係のないことについて発
言するなどして人をおとしめるような行為をする人がいる。 1.70 0.781

15
転籍前の職場での状況（直近3年以内）に関して、意図的に仕事を与えられなかったり能力に見合わな
い程度の低い業務をさせ続けられたことがある。 1.60 0.917

18
転籍前の職場での状況（直近3年以内）に関して、利用者に対しての身体拘束がある（または、あっ
た）。 1.50 0.806

16
転籍前の職場での状況（直近3年以内）に関して、学歴や性別・家庭環境・個人の趣味など本人の能力
とは無関係なことで差別をする人がいる。 1.40 0.663

17 転籍前の職場での状況（直近3年以内）に関して、利用者に対しての虐待がある（または、あった）。 1.30 0.640
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図図 1133  転転籍籍前前のの職職場場環環境境ののアアンンケケーートト集集計計結結果果  

 
44--22--44..ここれれままででのの経経営営にに対対すするるアアンンケケーートト調調査査結結果果  

会社に対する信頼度は必ずしも高くなかったが、会社の一員としての誇りや感謝

や、何よりも会社の業績に貢献していきたいという結果が 90％と高かった（図 14）。 
ハラスメントにおいては、40％問題なしと言うアンケート結果であるが、労務管

理、介護技術、教育研修、実地指導対策、課題解決速度など働きやすさについては、

ややあてはまる以上で考えると 40％以上で課題とされ、どちらともいえないをあわ

せると 90％から 100％と高かった。 
 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

学歴や性別・家庭環境・個人の趣味など本人の能力と

は無関係なことで差別をする人がいる。

意図的に仕事を与えられなかったり能力に見合わない

程度の低い業務をさせ続けられたことがある。

業務時間内では明らかにやりきれない量の仕事を押し

付けるようなことをする人（または環境）がある。

仕事を進める上で必要な情報を故意に与えてくれな

かったり挨拶や声かけに対して無視されたことがある。

自分の思いを通すために相手が精神的にひどく落ち込

むような強い発言をする人がいる。

わからないことや間違いを必要以上に教育・指導して

自分が優位な立場に立とうとする人がいる。

事実でないことや業務に関係のないことについて発言

するなどして人をおとしめるような行為をする人がい…

その日の気分や個人的な感情で叱責したり指導をする

人がいる。

経営陣に対して従業員として信頼できる。

働く同僚は信頼できる。

転籍前の職場環境

5.あてはまる 4.ややあてはまる 3.どちらともいえない 2.あまりあてはまらない 1.あてはまらない
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図図 1144  今今ままででのの経経営営にに対対すするる思思いいののアアンンケケーートト集集計計結結果果  

  

44--22--55..ここれれかかららのの経経営営にに対対すするるアアンンケケーートト調調査査結結果果  

これからの経営に対しては、労務管理、ハラスメントのマネジメント、介護技術のマ

ネジメント、教育研修、実地指導対策、課題解決の速度のすべてにおいて、ややあては

まる以上で 80％から 90％と非常に高い期待が示されていた（図 15）。 

キャリアアップにも 80％以上が期待をしているが、転勤については 70％以上が、ど

ちらともいえないと回答していた。 

システムを活用した、予定実績管理 80％、人事考課 50％、コミュニケーション 50％

と期待がある一方で、不安感もどちらともいえない以上で予定実績管理 60％、人事考

課 100％、コミュニケーション 80％との不安が示されていた。 

サービスマネジメントについては、システムを活用して、予定実績管理や人事考課

と活動に応じた評価やコミュニケーションに大きな期待があったが、どうやるのか不

安も大きい、良く分からないという声も多かった。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今まで、課題解決の速度について課題がある。

今まで、実地指導対策について課題がある。

今まで、教育研修について課題がある。

今まで、介護技術のマネジメントについて課題がある。

今まで、ハラスメントのマネジメント（組織の人間関係）

について課題がある。

今まで、労務管理(休日・勤怠・給与・賞与・福利厚生

等)について課題がある。

今まで、この会社の業績に貢献したいと思う。

今まで、会社に対して多くの感謝の気持ちがある。

今まで、会社の一員であることを誇りに思っている。

今までの経営に対する思い

5.あてはまる 4.ややあてはまる 3.どちらともいえない 2.あまりあてはまらない 1.あてはまらない
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図図 1133  転転籍籍前前のの職職場場環環境境ののアアンンケケーートト集集計計結結果果  

 
44--22--44..ここれれままででのの経経営営にに対対すするるアアンンケケーートト調調査査結結果果  

会社に対する信頼度は必ずしも高くなかったが、会社の一員としての誇りや感謝

や、何よりも会社の業績に貢献していきたいという結果が 90％と高かった（図 14）。 
ハラスメントにおいては、40％問題なしと言うアンケート結果であるが、労務管

理、介護技術、教育研修、実地指導対策、課題解決速度など働きやすさについては、

ややあてはまる以上で考えると 40％以上で課題とされ、どちらともいえないをあわ

せると 90％から 100％と高かった。 
 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

学歴や性別・家庭環境・個人の趣味など本人の能力と

は無関係なことで差別をする人がいる。

意図的に仕事を与えられなかったり能力に見合わない

程度の低い業務をさせ続けられたことがある。

業務時間内では明らかにやりきれない量の仕事を押し

付けるようなことをする人（または環境）がある。

仕事を進める上で必要な情報を故意に与えてくれな

かったり挨拶や声かけに対して無視されたことがある。

自分の思いを通すために相手が精神的にひどく落ち込

むような強い発言をする人がいる。

わからないことや間違いを必要以上に教育・指導して

自分が優位な立場に立とうとする人がいる。

事実でないことや業務に関係のないことについて発言

するなどして人をおとしめるような行為をする人がい…

その日の気分や個人的な感情で叱責したり指導をする

人がいる。

経営陣に対して従業員として信頼できる。

働く同僚は信頼できる。

転籍前の職場環境

5.あてはまる 4.ややあてはまる 3.どちらともいえない 2.あまりあてはまらない 1.あてはまらない



－ 18 － 商大ビジネスレビュー 2021 AUT.

- 18 - 
 

個別意見としては、先行してシステムの説明や研修会を希望する声も 30％あった。

これまで現地・現場の意思を尊重するという美名のもと、経営陣のかかわりは薄く、サ

ービスマネジメントや労働環境整備も仕組みが脆弱であり、結局は現地の長である管

理者しだいであったとの声があった。ただし、利用者に対しての虐待や身体拘束につ

いては心配ないという評価であった。 

 

 
図図 1155  ここれれかかららのの経経営営にに対対すするる思思いいののアアンンケケーートト集集計計結結果果  

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

これから、システムをつかったコミュニケーションについ

ての不安感がある。

これから、システムをつかったコミュニケーションについ

ての期待感がある。

これから、システムをつかった人事考課と活動に応じた

評価についての不安感がある。

これから、システムをつかった人事考課と活動に応じた

評価についての期待感がある。

これから、システムをつかった予定実績管理について

の不安感がある。

これから、システムをつかった予定実績管理について

の期待感がある。

これから、キャリアアップについて期待している。

これから、転勤について期待している。

これから、課題解決の速度について期待している。

これから、実地指導対策について期待している。

これから、教育研修について期待している。

これから、介護技術のマネジメントについて期待してい

る。

これから、ハラスメントのマネジメント（組織の人間関

係）について期待している。

これから、労務管理(休日・勤怠・給与・賞与・福利厚生

等)について期待している。

これからの経営に対する思い

5.あてはまる 4.ややあてはまる 3.どちらともいえない 2.あまりあてはまらない 1.あてはまらない
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44--33．．事事業業継継承承にに伴伴うう転転籍籍者者及及びび経経営営者者のの状状況況  

転籍前の従前のサービスマネジメントでは、サービスマネジメントにおける書類は

あるが、サービス提供における情報共有に不安が大きく、実際の訪問介護計画書確認

において、最新のものでないものや、居宅介護支援専門員の居宅サービス計画書との

連動が不十分なものがあった。 
転籍前の職場環境は、サービスマネジメントにおける情報共有不足と、これへの改

善ができないといったことから、経営陣に対する信頼感低下が示されていた。 
会社に対する信頼度は低い結果であったものの、会社の一員としての誇りや感謝

や、何よりも会社の業績に貢献していきたいという気持ちが 90％と非常に高かっ

た。 
労務管理、介護技術、教育研修、実地指導対策、課題解決速度など働きやすさにつ

いては 90％から 100％の高いレベルで課題があり、今後の会社には的確かつ迅速な課

題解決を期待している。 
また、大きな組織に変わる期待としてキャリアアップ・キャリアチェンジをやって

みたいという声が 80％と大きかったが、今までは転勤というものがなかったことも

あり、転勤についての期待度は 30％に留まり地域密着で就業していきたいとの回答

であった。 
事業譲り渡し先の経営者も転籍者も、お互いが介護事業の基本的な法令遵守や、そ

のプロセスが履行されているのかの情報共有が不十分で不安があった。利用者や利用

者家族が何を考え、何をしたら満足してくれるのか分からないとのことであった。 
転籍者からは、新しい組織の業務のやり方について、先行して早く知りたい、教え

てほしい、結果、今までの不安を解消したいという声が大きかった。 
一方、経営者へのヒアリング調査結果からは、投資対効果が異業種に比べて低い

（本業の不動産業界と比較して儲からない）、経営者の高齢化により後継者を探した

が断られたといった理由や、介護報酬改定などのルール変更に対応しないといけな

い、コンプライアンス問題も心配で介護報酬返還など怖い、看護師、介護職などとい

った専門職・有資格者を採用・雇用継続する労務問題が難しいといった介護事業に関

する知識不足から、労働集約事業で多くの従業員に目が行き届かない、自分に専門知

識が乏しく、従業員が言うことを聞かないので監視体制も不十分で怖いといった経営

に対する未熟さによる理由も示された。 
また、介護事業だけでなく、介護そのものに関する専門性の乏しさに加え、利用

者、利用者家族からのクレームや不満への対応があり、こんなに頑張っているのに、
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これから、システムをつかった人事考課と活動に応じた

評価についての不安感がある。

これから、システムをつかった人事考課と活動に応じた

評価についての期待感がある。

これから、システムをつかった予定実績管理について

の不安感がある。

これから、システムをつかった予定実績管理について

の期待感がある。

これから、キャリアアップについて期待している。

これから、転勤について期待している。

これから、課題解決の速度について期待している。

これから、実地指導対策について期待している。

これから、教育研修について期待している。

これから、介護技術のマネジメントについて期待してい

る。

これから、ハラスメントのマネジメント（組織の人間関

係）について期待している。

これから、労務管理(休日・勤怠・給与・賞与・福利厚生

等)について期待している。

これからの経営に対する思い

5.あてはまる 4.ややあてはまる 3.どちらともいえない 2.あまりあてはまらない 1.あてはまらない
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職員からの助けも受けられず、理不尽さを感じたからといった理由も示された。 
 
５５．．考考察察  

 
55--11．．事事業業継継承承時時ににおおけけるる効効果果的的なな対対応応  

調査の結果、転籍者らは、会社の一員としての誇りや感謝や、何よりも会社の業績

に貢献していきたいという気持ちが 90％と非常に高く、自分の頑張りが会社の成果

につながり、また個人の評価に戻ってくる仕組みを構築すれば、更なる頑張りがいが

維持向上を期待できると予想された。 
また、事業譲り渡し先の経営者も「変に情報を隠さず、もっとオープンに良いこと

も悪いことも見える化をしていけば良かった」とのコメントをしていた。「利用者、

利用者の家族の声を軸に、ヒト、モノ、システムを配置し、貴重な情報を迅速に把握

し対応していく仕組みがあれば、事業譲渡はしなかった」と言っていた。 
このことから、先行して研修会を実施し、転籍前に、転籍者とコミュニケーション

を取り、今までの振り返りを共に実施し、問題課題認識を共有し、早め早めに改善を

していった。 
このような対応によって、利用者へは、適正な個別援助計画によるサービス提供が

でき、労働環境整備に経営的に入り込み改善し、問題社員には改善を要求し、安心し

て業績向上に邁進できる環境となったと考えられる。 
また、今までのやり方を急激に変えるのは混乱を招くとの危惧があったが、転籍者

らは早めに新たな会社の仕組みを勉強しマスターしたい期待が大きかった。その期待

に応え、不安を解消するための早めのサービスオペレーション研修を実施した。これ

により、自信をもって業務を開始できたとされた（表２）。今のところ退職者も出て

おらず、サービスオペレーションも適正であり、業績は維持向上している。経営者に

よる従業員の伴走型のサポート提供は効果的であったといえる。 
 

表表 22  今今回回のの早早期期介介入入効効果果  

 
 

過去事例 今回事例
今までの業務 不安 不安
転籍に当たり 会社・処遇の説明あり 会社・処遇の説明あり
事業継承直後 研修なし サービスオペレーション研修あり
結果 不安継続 不安解消・自信をもって業務
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55--22．．経経営営者者ががああききららめめなないい安安心心ししててササーービビススのの質質のの改改善善・・向向上上ののたためめにに  
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表システム、第三者評価などの情報公表と令和 3 年度介護報酬改定において、特にス

トラクチャーからプロセスへ、そしてアウトカムへと益々強化された加算によるイン

センティブの三位一体となった対応でサービスの質の改善・向上が実現されるという

ものである。 

しかしながら、今回の転籍者アンケートや事業譲り渡し先の経営者は、性悪説に基

づく仕組みでは恐怖や不安しかないと述べた。 

 

  
図図 1166  厚厚生生労労働働省省がが提提言言ししてていいるるササーービビススのの質質のの改改善善・・向向上上のの図図  

（（厚厚生生労労働働省省  令令和和 33 年年度度  介介護護報報酬酬改改定定よよりり作作成成））  
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イクルを回すことによる継続的改善が求められる段階となっている。 
この段階では、サービス記録のスピーディーかつ双方向性のある情報共有によっ

て、顧客満足度を上げ、従業員満足度を上げ、なおかつ経営的に顧客と従業員のリレ

ーションを見える化し、経営に透明性を高める経営を実現すべきと考えた（図 17）。 
今回の転籍者の調査結果からは、真の顧客満足度の向上のためには、従業員の満足

度が重要で、介護サービスの魅力品質を達成できると考えられた。 
 

 
図図 1177  ササーービビスス記記録録ののススピピーーデディィーーかかつつ双双方方向向性性のの情情報報共共有有にによよるる顧顧客客満満足足度度とと従従業業員員満満足足度度  

 
６６．．おおわわりりにに  

今回の事業譲渡先は従業員数も少なく、事例としてより多くの場合の研究が必要で

あり、承継後もまだ半年しか経っておらず、効果を示す段階といえない。介護サービ

ス業界は、人材不足という大きな問題を抱えながら、COVID-19 感染拡大という影響

を受け、厳しい経営環境にある。 
しかし、介護サービス事業所は、今後、早急に医療と介護、生活支援サービスを統

合し、提供するサービスをどのように効率よく構築するか考えて実行する組織を創ら

なければならない。 



－ 23 － 商大ビジネスレビュー 2021 AUT.

- 23 - 
 

そのためには、経営者には強いリーダーシップや明確なマネジメント力が要求され

ている。今回は、十分に検討できなかったが、事業継承に際しても、筒井（2019）の

言うように、緊急性の明確化、強い変革推進チームの結成、変革ビジョンの決定、全

員で共有、改革の権限を誰に与えるのかの決定、（短期的な）目標の設定と達成、さ

らなる変革の推進、新しいアプローチの定着といったチェンジマネジメントのプロセ

スステップを用いた分析は有効と考えられる。 
サービス利用者の意識改革につながる、このような新たなアプローチをシステム化

し、これを従業員・組織全体として、チェンジマネジメントへ参画する意識を持つこ

とが今後の課題となる。 
 
謝辞 
本稿をまとめるにあたり、兵庫県立大学大学院経営研究科の筒井孝子教授よりテー

マ設定および分析に関する数々のご示唆をいただいた。また、同研究科の小山秀夫特

命教授、木下隆志教授には熱心にご指導いただいた。 
さらに、同級生（介護マネジメントコース７期生、医療マネジメントコース 11 期

生）に多く励まされた。先生方および同級生の存在なくして、本稿を書き上げること

はできなかった。改めて、皆様に深くお礼申し上げたい。 
 
別別添添．．アアンンケケーートト調調査査項項目目  

◆あなたの性別を教えてください 
□男性  □女性 
◆あなたの現在の会社でのおおよその勤続年数をお教えください。 
□半年未満  □半年～１年未満  □1 年以上～3 年未満 
□3 年以上～5 年未満 □5 年以上～10 年未満  □10 年以上 
□その他（             ） 
◆あなたの職種をお教えください。 
□正社員（管理職） □正社員（管理職以外） □パート・アルバイト 
□その他 (             ) 
【品質管理について】 
◆転籍前の職場での状況（直近 3 年以内）に関して、以下の質問について教えてくだ

さい。 
①訪問介護計画書の作成ができている。 
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②事業所内の職員で利用者情報などの情報共有ができている。 
③サービスの記録や問い合わせの記録が残っている。 
④予定された時間に訪問し、サービス提供ができている。 
⑤利用者の状態把握ができている。 
⑥利用者レビューを行い、必要に応じた提案ができている。 
【人間関係について】 
◆転籍前の職場での信頼関係について教えてください。 
①職場で働く同僚は信頼できる。 
②いままでの経営陣に対して、従業員として信頼できる。 
◆転籍前の職場での状況（直近 3 年以内）に関して、以下の質問について教えてくだ

さい。 
①その日の気分や個人的な感情で叱責したり、指導をする人がいる。 
②事実でないことや業務に関係ないことについて発言するなどして、人をおとしめる

ような行為をする人がいる。 
③わからないことや間違いを必要以上に教育・指導して、自分が優位な立場に立とう

とする人がいる。 
④自分の思いを通すために、相手が精神的にひどく落ち込むような強い発言をする人

がいる。 
⑤仕事を進める上で必要な情報を故意に与えられなかったり、挨拶や声かけに対して

無視されたことがある。 
⑥業務時間内では明らかにやりきれない量の仕事を押し付けるようなことをする人

（または環境）がある。 
⑦意図的に仕事を与えられなかったり、能力に見合わない程度の低い業務をさせ続け

られたことがある。 
⑧学歴や性別、家庭環境、個人の趣味など、本人の能力とは無関係なことで差別をす

る人がいる。 
◆1 つ前の各設問において、「あてはまる」「ややあてはまる」と答えた方にお聞きし

ます。その行為についての具体的な内容を教えてください。 
【虐待・身体拘束（利用者）について】 
◆転籍前の職場での状況（直近 3 年以内）に関して、以下の質問について教えてくだ

さい。 
①利用者に対しての虐待がある（または、あった）。 
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②利用者に対しての身体拘束がある（または、あった）。 
◆1 つ前の各設問において、「あてはまる」「ややあてはまる」と答えた方にお聞きし

ます。その行為についての具体的な内容を教えてください。 
◆今までの経営陣への意識に関して、以下の質問について教えてください。 
①会社の一員であることを誇りに思っている。 
②会社に対して多くの感謝の気持ちがある。 
③この会社の業績に貢献したいと思う。 
【経営陣への課題と期待について】 
◆今までの経営陣の課題に関して、以下の質問について教えてください。 
①労務管理(休日・勤怠・給与・賞与・福利厚生等)について課題がある。 
②ハラスメントのマネジメント（組織の人間関係）について課題がある。 
③介護技術のマネジメントについて課題がある。 
④教育研修について課題がある。 
⑤実地指導対策について課題がある。 
⑥課題解決の速度について課題がある。 
◆これからの経営陣への期待に関して、以下の質問について教えてください。 
①労務管理(休日・勤怠・給与・賞与・福利厚生等)について期待している。 
②ハラスメントのマネジメント（組織の人間関係）について期待している。 
③介護技術のマネジメントについて期待している。 
④教育研修について期待している。 
⑤実地指導対策について期待している。 
⑥課題解決の速度について期待している。 
⑦転勤について期待している。 
⑧キャリアアップについて期待している。 
◆上記にあげた質問および上記以外の課題や期待について、何かあれば具体的な内容

を教えてください。 
【これからの経営陣によるシステム活用の期待と不安について】 
◆システムをつかった業務に関して、以下の質問について教えてください。 
①システムをつかった、予定実績管理についての期待感がある。 
②システムをつかった、予定実績管理についての不安感がある。 
③システムをつかった、人事考課と活動に応じた評価についての期待感がある。 
④システムをつかった、人事考課と活動に応じた評価についての不安感がある。 
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ような行為をする人がいる。 
③わからないことや間違いを必要以上に教育・指導して、自分が優位な立場に立とう

とする人がいる。 
④自分の思いを通すために、相手が精神的にひどく落ち込むような強い発言をする人

がいる。 
⑤仕事を進める上で必要な情報を故意に与えられなかったり、挨拶や声かけに対して

無視されたことがある。 
⑥業務時間内では明らかにやりきれない量の仕事を押し付けるようなことをする人

（または環境）がある。 
⑦意図的に仕事を与えられなかったり、能力に見合わない程度の低い業務をさせ続け

られたことがある。 
⑧学歴や性別、家庭環境、個人の趣味など、本人の能力とは無関係なことで差別をす

る人がいる。 
◆1 つ前の各設問において、「あてはまる」「ややあてはまる」と答えた方にお聞きし

ます。その行為についての具体的な内容を教えてください。 
【虐待・身体拘束（利用者）について】 
◆転籍前の職場での状況（直近 3 年以内）に関して、以下の質問について教えてくだ

さい。 
①利用者に対しての虐待がある（または、あった）。 
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⑤システムをつかった、コミュニケーションについての期待感がある。 
⑥システムをつかった、コミュニケーションについての不安感がある。 
【その他】 
◆その他、ご意見、ご要望等ございましたら自由にご記載ください。 
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